
「まもるまる」は、AED（自動体外式除細動器）を利用して救命処置を施す際に、体を簡単に覆うことができるシートです。サンガスタジ
アムby KYOCERAに設置されたすべてのAEDに、京都府を通じて寄贈しました。これは女性へのAED使用率が低い課題に対し、（公
財）日本 AED 財団学生チームに所属する医療系大学に通う学生が考案したものです。今後も学生活動の支援とともに、京都との連
携をはかっていきます。

あらたなキャッチ‐ワードに「選ばれるクオリティ」を掲げ、製品品質・技術・企業姿勢など様々
な面でのクオリティを高めて行くと同時に、その事業活動を通じてSDGs宣言書に掲げた「医療」
「環境」「社会」の重要課題に対して取り組んでいきます。再利用可能なバイオマス容器や環
境に配慮した梱包資材への変更など、順次進めてまいります。（2023 年度内に変更予定）

地域住民の皆さまがいつでも AED を利用した救命措置が行
えるように、路面に面した本社エントランスにAEDを設置しま
した。さらに周辺エリアの「AED 設置先マップ」を作成、地
域の皆さまと共有しました。さらに安全・安心できるまちづくり
に貢献して行きます。

ⒸKYOTO.P.S.
京都府文化スポーツ部
部長 ・ 浅山尚紀氏

公益財団法人日本AED財団 学生チーム
松村美優さん   　 　琴浦陽南さん

ⒸKYOTO.P.S.

弊社社長 ・ 笹川泰弘

選ばれるクオリティから持続可能な社会の実現へ
「SDGs宣言書」を策定しました

地域の皆さんと安全・安心を共有して参ります

AED（自動体外式除細動器）を
本社に設置しました
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勇気を守る「まもるまる」を
京都サンガスタジアムへ寄贈しました

女性へのAED使用率向上へ
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視覚に障がいをもつアーティストの
作品をカレンダーに採用しました

2023 年カレンダー表紙のデザインに、吉野公賀氏のデザイ
ンを採用。コンタクトレンズ製造・販売による医療を通じた社
会への貢献に取り組みながら、同時に視覚に障がいをもつ
方々への支援も積極的に取り組んでまいります。
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